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地方厚生（支）局医療課長
都道府県民生主管部(局）
国民健康保険主管課（部）長
都道府県後期高齢者医療主管部(局）
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保医発０５２０第３号

平成２３年５月２０日

厚.生労働省保険局医療課長
０-

厚生労働省保険局歯科医療管理官

「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する
手続きの取扱いについて」の一部改正について

ｌ特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（平成22年３月
５日保医発0305第３号）について下記のとおり改正し、本日より適用するごととしますので、

その取扱いに遺漏のないよう、貴管下の保険医療機関、審査支払機関等に対して周知徹底をお
願いいたします。

記

別添１第89の４（１）中「ラコール及びラコール配合経腸用液」を「ラコール、ラコール
配合経腸用液寸ツインラインＮＦ配合経腸用液及びラコールＮＦ配合経腸用液」に改める。
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(参考：新旧対照表）
、０３〔の取扱◎ｌ特掲診療料の施設基準等及びその届出に関｢特堤診痔料の施設某進等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（平成22年３月５日付け保医発0305第３号）。

改正後
●

別添１

特掲診療料の施設基準等

第８９後発医薬品調剤体制加算 ０

１～３（略）
■

４後発医薬品の規格単位数量の割合を算出する際に除外する医

薬品．
（１）経腸成分栄養剤

エレンタール、エレンタール配合内用剤、エレンタール

Ｐ、エレンタールＰ乳幼児用配合内用剤、エンシュア・リ
キッド、エンシュア。Ｈ、ツインライン、ツインライン配
合経腸用液、ハーモニックーＭ、ハーモニツクーＦ、Ｚ三
一ルーラコール配合経腸用液、ツインラインＮＦ配合経腸

用液及びラコールＮＦ配合経腸用液
､ 心

(２）（略）

グ

』

現行

別添１

特掲診療料の施設基準等

第８９後発医薬品調剤体制加算

１～３ (略）

４後発医薬品の規格単位数量の割合を算出する際に除外する医

薬品､

（１）経腸成分栄養剤

エレンタール、エレンタール配合内用剤、エレンタール

Ｐ、エレンタールＰ乳幼児用配合内用剤、エンシュア・リ

キッド、エンシュア。Ｈ，ツインライン、ツインライン配

合経腸用液、ハーモニックーＭ、ハーモニック－Ｆ 、 フコ

一ル及びラコール配合経腸用液

(２）（略）

』


